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八
月
の
台
風
十
号
崩
れ
の
温
帯
低
気
圧
は
、
関
東
・
東
北
な
ど
東
日
本
を
中
心
に
二
〇
〇
ミ
リ
か
ら
四
〇
〇
ミ

リ
の
記
録
的
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。 

特
に
、
最
近
は
、
都
市
の
市
街
地
を
流
れ
る
い
わ
ゆ
る
都
市
河
川
の
溢
水
等
に
よ
る
被
害
も
甚
大
で
あ
り
、
埼

玉
県
下
だ
け
で
も
綾
瀬
川
の
流
域
を
中
心
に
、
床
上
浸
水
は
四
、
二
八
一
棟
、
床
下
浸
水
は
二
三
、
一
八
六
棟
に
も 

 
 

 
 

 

の
ぼ
つ
て
お
り
、
住
民
生
活
は
著
し
く
脅
か
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
被
災
地
の
住
民
や
地
方
自
治
体
は
、
国
の
救
済
措
置
が
速
や
か
に
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で

お
り
、
水
害
対
策
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

利
根
川
支
流
の
小
貝
川
の
堤
防
決
壊
、
福
島
県
の
阿
武
隈
川
の
決
壊
等
に
よ
り
、
二
十
一
名
の
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
し
、
広
域
に
わ
た
る
家
屋
の
床
上
・
床
下
浸
水
、
道
路
の
損
壊
等
の
被
害
が
続
出
し
て
い
る
。 

 
台
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三 

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
度
被
災
を
防
ぐ
た
め
復
旧
事
業
の
大
幅
採
択
と
繰
り
上
げ
実
施
を
行
う
と

と
も
に
、
原
形
復
旧
に
と
ど
め
ず
、
現
地
の
実
情
に
即
応
し
た
改
良
復
旧
事
業
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
と
思 

 

う
が
、
ど
う
か
。 

一 

第
六
次
治
山
治
水
事
業
五
力
年
計
画(

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
昭
和
六
十
一
年
度)

の
進
捗
が
計
画
を
大
幅
に

下
回
つ
て
い
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
始
ま
る
第
七
次
治
山
治
水
事
業
五
力
年
計
画
の
進

捗
を
図
る
た
め
、
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
し
て
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
考
え
な
の
か
。 

二 

台
風
十
号
及
び
そ
の
後
の
低
気
圧
に
よ
る
被
災
状
況
が
広
域
的
か
つ
大
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
激
甚

災
害
法
に
基
づ
く
激
甚
災
害
の
指
定
措
置
を
早
急
に
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

① 

綾
瀬
川
放
水
路
事
業
の
激
甚
災
害
特
別
緊
急
事
業(

激
特
事
業)

と
し
て
の
採
択
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う 

か
か
る
事
態
を
踏
ま
え
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

特
に
綾
瀬
川
流
域
に
お
い
て
は
、 

四 

 



 

四 

災
害
応
急
対
策
や
災
害
復
旧
事
業
等
に
多
額
の
財
政
負
担
を
必
要
と
す
る
た
め
、
被
災
市
町
村
に
対
す
る
特

別
交
付
税
の
増
額
等
の
財
政
援
助
措
置
に
つ
い
て
特
別
の
配
慮
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

五 

公
共
施
設
等
の
災
害
復
旧
事
業
を
促
進
す
る
た
め
、
単
独
事
業
に
か
か
わ
る
起
債
枠
の
確
保
に
つ
い
て
特
別

の
配
慮
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

六 

被
災
家
屋
の
建
て
直
し
、
修
改
築
に
対
し
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
特
別
融
資
の
早
期
実
施
を
図
る
と
と
も

に
、
限
度
額
の
引
き
上
げ
や
金
利
の
引
き
下
げ
な
ど
、
公
的
融
資
の
改
善
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。 

七 

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の
生
活
再
建
と
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
中 

③ 

逆
止
め
水
門
と
し
て
の
綾
瀬
水
門
の
建
設
等
を
緊
急
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

② 

綾
瀬
排
水
機
場
の
能
力
（
現
在
、
毎
秒
五
十
ト
ン
）
の
大
幅
な
増
強
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

が
ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
等
の
特
別
融
資
を
早
期
実
施
す
る
と
と
も
に
、
既
往
の
借
入
金
に
つ
い
て

償
還
期
限
の
延
長
、
税
の
減
免
な
ど
の
特
別
の
配
慮
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

八 

個
人
災
害
に
つ
い
て
は
、
災
害
弔
慰
金
法
に
基
づ
く
弔
慰
金
及
び
災
害
援
護
資
金
の
融
資
限
度
額
の
引
き
上

げ
、
個
人
災
害
共
済
制
度
の
普
及
、
水
害
保
険
制
度
の
創
設
な
ど
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う 

 

か
。 

右
質
問
す
る
。 


